
T R V A  1 5 t h  A n n i v e r s a r y  S e m i n a r
夜が明ける、その先へ

過去から未来へ。救急医療の “いま ” を問い、次の時代へと歩む

命をつなぐ判断力
ー リアル症例に学ぶトリアージスキル ー

TRVA動物医療センター

愛玩動物看護師 森　勇人
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ト リ ア ー ジ

今日の テ ー マ
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ト リ ア ー ジ と は ？

患 者 の緊 急 度 に 基 づ い て

治 療 の 優 先 度 を 判 断 して

選 別 を す る こ と
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待 合 室 で 見 逃 して は い け な い 症 状

Textbook of Small Animal Emergency Medicineより引用

・ 心 肺 停 止 （ 呼 吸 停 止 ）

・ 意 識 障 害 、 横 臥 状 態

・ 呼 吸 困 難

・ ショッ ク

・ 徐 脈 、 頻 脈 、 不 整 脈

・ 粘 膜 色 の 異 常

・ 活 動 性 の 大 量 出 血

・ 体 腔 の 穿 孔 、 開 放 性 の 裂 傷

・ 発 作 （ 重 責 、 群 発 ）

・ 腹 囲 膨 満

・ 体 温 異 常

・ 難 産

・ 尿 道 閉 塞

・ 急 性 中 毒

・ 重 度 外 傷

・ ヘ ビ 咬 傷

・ 重 度 熱 傷

・ 重 度 熱 傷

・ 化 学 薬 品 の 暴 露
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生 き て い る
どう い う 状 態 か 理 解 す る ！

っ て
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生 き て い る っ て こ う い う こ と

O2

CO2
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どん な 状 態 に な る と

動 物 は 亡 く なっ て し ま い ま す か ？
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緊 急 性 の 高 い 動 物 の 見 つ け 方

ABCD
ア プ ロ ー チ ！

救 急 の キ ホ ン、
• • •
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緊 急 度 の 評 価 を す る に は ？

Step 1

意 識 レ ベ ル は ？ 呼 吸 して い る ？

ま ず は 生 存 確 認 ！

起 立 で き る ？

Step 2 ど こ に 異 常 が あ る ？

気 道 呼 吸 循 環 中 枢 神 経
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A B C D ア プ ロ ー チ

A B

C D

気 道 呼 吸

循 環 中枢神経

i r W a y r e a t h i n g

I r c u l a t i o n y s f u n c t i o n

空 気 の 入 り 口
空 気 の 通 り 道

酸 素 を 取 り 込 み

酸 素 を 臓 器 へ 運 ぶ 全 身 の 司 令 塔

二 酸 化 炭 素 を 排 出

o f  C N S
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A i r W a y
気 道 の 異 常 は こ ん な 状 態

喉 頭 麻 痺短 頭 種 気 道 症 候 群

喉 頭 腫 瘤 気 管 虚 脱
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A i r W a y
気 道 の 異 常 は こ ん な 状 態

閉塞 物 の 確 認

呼 吸 音

呼 吸 様 式 、 姿 勢

チ アノ ー ゼ

意 識 レ ベ ル

体 温

見 る べ き ポ イ ン ト ！

異 常 呼 吸 音
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吸 気 努 力

呼 気 努 力

A i r W a y
気 道 の 異 常 は こ ん な 状 態

閉塞 物 の 確 認

呼 吸 音

呼 吸 様 式 、 姿 勢

チ アノ ー ゼ

意 識 レ ベ ル

体 温

見 る べ き ポ イ ン ト ！
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胸 水

Br e a t h i n g
呼 吸 の 異 常 は こ ん な 状 態

心 原 性 肺 水 腫

肺 炎 気 胸

肺 の 異 常 胸 腔 内 の 異 常
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呼 吸 の 異 常 の 見 つ け る に は ？

呼吸 数

呼 吸 様 式

姿 勢

チ アノ ー ゼ

気 道 液 の 喀 出

意 識 レ ベ ル

見 る べ き ポ イ ン ト ！

/ 喀 血

浅 速 呼 吸

Br e a t h i n g

奇 異 呼 吸
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呼 吸 の 異 常 の 見 つ け る に は ？

呼吸 数

呼 吸 様 式

姿 勢

チ アノ ー ゼ

気 道 液 の 喀 出

意 識 レ ベ ル

見 る べ き ポ イ ン ト ！

/ 喀 血

Br e a t h i n g

開口呼吸 鼻翼呼吸

頸 部 伸 展 肘 内 転
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気 道 か ら 液 体 が 溢 れ 出 して い る

気 道 液 の 喀 出 喀 血 （ 肺 胞 出 血 ）

超 危 険 な 状 態 で す
Br e a t h i n g

17

循 環 の 異 常 は こ ん な 状 態

胃 拡 張 胃 捻 転

敗 血 症

腹 腔 内 出 血

不 整 脈

CI r c u l a t i o n

【 血 液 分 布 異 常 性 】

【 閉 塞 性 】 【 循 環 血 液 量 減 少 性 】

【 心 原 性 】
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循 環 の 異 常 を 見 つ け る に は ？

心拍 数

粘 膜 色

C R T

脈 圧 / 脈 質

末 梢 温 感

意 識 レ ベ ル

見 る べ き ポ イ ン ト ！

心 拍 数 の 異 常

CI r c u l a t i o n
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循 環 の 異 常 を 見 つ け る に は ？

心拍 数

粘 膜 色

C R T

脈 圧 / 脈 質

末 梢 温 感

意 識 レ ベ ル

見 る べ き ポ イ ン ト ！

粘 膜 色 の 変 化

C R T 脈 圧 / 脈 質

CI r c u l a t i o n
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中 枢 神 経 の 異 常 は こ ん な 状 態Dy s f u n c t i o n
o f  C N S

て ん か ん 発 作 姿 勢 異 常
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中 枢 神 経 の 異 常 を 見 つ け る に は ？

神経 症 状

歩 様 / 姿 勢

- 瞳 孔 サイ ズ

- 眼 振

意 識 レ ベ ル

見 る べ き ポ イ ン ト ！

- 対 光 反 射

目 に 出 る 異 常
て ん か ん 発 作

姿 勢

対 光 反 射

瞳 孔 サイ ズ眼 振

Dy s f u n c t i o n
o f  C N S
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そ の 他 、 E の 異 常

中 毒

難 産

尿 道 閉 塞 臓 器 脱 出体 温 異 常

ヘ ビ 咬 傷熱 傷

など

Ex p o s u r e
/ E n v i r o n m e n t
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意 識 レ ベ ル が 低 い は
も の す ご く 緊 急 事 態 ！

低酸 素 血 症

循 環 不 全

頭 蓋 内 疾 患

高 二 酸 化 炭 素 血 症A B
C
D
E

不 整 脈

神 経 疾 患

低 血 糖
中 毒 代 謝 性 疾 患

な ど
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ト リ ア ー ジ の お 約 束 ！

実際の緊急度よりも高く評価してしまうこと

オ ー バ ー ト リ ア ー ジ

ア ン ダー ト リ ア ー ジ

実際の緊急度よりも低く評価してしまうこと
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再 ト リ ア ー ジ

一度行ったトリアージを再評価し、  
状態の変化と緊急度を見直す
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電話による相談を通じて患者の状態の聞き取り、 
受診の必要性や緊急度を判断する

テ レ フォ ン ト リ ア ー ジ
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テレフォントリアージできくべきこと

・意 識 は あ る か ？

Advanced Monitoring and Procedures for Small Animal Emergency and Critical Careより引用

・ 呼 吸 を して い る か ？

・ 呼 吸 が 苦 し そ う な 様 子 は あ る か ？

・ 粘 膜 の 色 は い つ も の 色 か ？

・ 発 作 を 起 こ して い な い か ？

・ 毒 物 の 摂 取 は な い か ？

・ 出 血 が あ る か ？

・ 骨 折 は な い か ？
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T R VA の 情 報 共 有 の 方 法

人 員 や 機 材 の

確 保 & 準 備 ！
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酸素投与 酸素室 静脈留置セット

予 測 して 準 備 す る

今 す ぐ に 必 要 な も の
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モニター機器

など

画像検査

緊急薬 挿管セット

サクション

予 測 して 準 備 す る

次 に 必 要 な も の

31

扇風機 水

保冷剤 口腔セット

A
な ど

予 測 して 準 備 す る
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点滴機 抜去セット薬剤B
な ど

予 測 して 準 備 す る
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点滴機薬剤

抜去セット湯たんぽ

輸液剤C
な ど

予 測 して 準 備 す る
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保冷剤薬剤 口腔セット

など

D
予 測 して 準 備 す る
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ト リ ア ー ジ が 終 わ っ た ら

次 は を 目 指 す安 定 化
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処 置 と 検 査 の そ の 前 に ！

酸素投与 血管確保
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気 道 の 異 常 の 初 期 対 応

A の 異 常

上 部 気 道 閉 塞 に よ る

体 温 の 上 昇

努 力 性 呼 吸 の 悪 化

呼 吸 回 数 の 増 加

ノ ド の 腫 れ

呼 吸 困 難

T e m p : 4 0 . 1 ℃

A i r W a y
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気 道 の 異 常 の 初 期 対 応

2時間後・・・室温：18～20℃
39.７℃まで
積極的冷却は

対 応

・ 積 極 的 冷 却
・ 酸 素 投 与

A i r W a y

39

Br e a t h i n g
呼 吸 の 異 常 の 初 期 対 応

対 応

・ 薬 剤 投 与
・ 酸 素 投 与

対 応

・ 胸 腔 穿 刺
・ 酸 素 投 与

肺 の 異 常 胸 腔 内 の 異 常
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循 環 の 異 常 の 初 期 対 応CI r c u l a t i o n

輸 液 蘇 生

対 応

・輸液蘇生/循環作動薬
・酸素投与

対 応

・閉塞解除（穿刺）
• 酸 素 投 与

輸 液 剤 の 投 与 閉 塞 の 解 除

心膜液貯留 胃拡張捻転

・輸液蘇生/循環作動薬
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Dy s f u n c t i o n
o f  C N S

中 枢 神 経 の 異 常 の 初 期 対 応

対 応

・ 抗 発 作 薬
・ 酸 素 投 与

対 応

・誤嚥ケアと冷却
• 酸 素 投 与

抗 発 作 薬 の 投 与 合 併 症 予 防

口 腔 内 ケ ア 冷 却

42



ま と め

ト リ ア ー ジ を して 、

来 院 の準 備 を して 、

気 づ き 、動 く こ と が 大 切 ！
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